
　■課題 
全体的に能登地域の産業自体衰退傾向　県内外問わず知名度の低迷 

プロジェクト５　能登地域の産業 

　■解決策 
知名度、品質向上を目指し、能登ならではの農産品を作り、県内外から産業の活性化を図る 

未来に受け継いでくれる人材の育成及び確保を推進する 

　■現状（課題の背景） 
＜産業の衰退＞ 
　・産業全体が衰退＋第一次産業就業者の著しい減少（図1） 
＜知名度＞ 
　・ふるさと納税の返礼品ランキング上位に能登地域は載っていない 
　・各観光スポットの知名度が低い 
　　(首都圏住民の48.3%が能登地域の観光スポットを知らない（図2） 
　・県内外問わずブランド品が認知されていない 
　・県内外問わず能登の良いところをアピールできていない 
　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

　■具体的内容-1 
「ここにしかないもの」を確立し、ふるさと納税で県内外

から取り寄せしてもらおう！  
 

＊地理的表示（Geographical Indication)とは 

　「地域ならでは」の要因との結びつきを有する産品について、生

産地や特性とともに、農林水産大臣が登録するもの。 

　■効果-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
《活用例》 
伊予生糸（三重県） 
 

グループ19  

３１Ｈ　中泉　心希　　３２Ｈ　山岸　泰大　　３３Ｈ　垣田　和奏　　 

３４Ｈ　出口　尚弥　　３５Ｈ　瀬戸　あかり　３６Ｈ　境谷　佳純　　３６H　高田　もえ  

　■具体的内容-2 
地域コーディネーター（学校と地域をつなぐ架け橋の役

割）の人材育成を行い、企業・学校・地域一体となって

能登を盛り上げよう！  
 

＊地域コーディネーターとは 

　学校のニーズや地域住民の思いを拾い集め、地域住民の参加

を得ながら、活動へと結びつける役割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

■効果-2 

現在積極的に能登のことを認知している世代だけじゃなく、新しい

世代からのニーズを聞き入れ、産業に反映させることができる！ 

 
 
 
 
 

 

・品質向上、ブランド化への
ステップ
・模倣品の排除
・海外展開も夢じゃない

・安全が確保された商品を買うことが
でき安心につながる
・全国で知れ渡る

生産者

消費者

図1　能登地域の産業就業者数の推移
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図2　能登地域に関して、知っている観光スポットは？（複数回答可）
(対象者：能登地域に訪れたことのない、首都圏住民 / ｎ=412）
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/0000507048.jpg?_=1561462908

https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/
contents/1001000000238/simple/19040
2094330_0.jpeg 福島県での活用例


